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＜第９０回学校づくりフォーラム－自分達の要求を

精緻なものにして提案する生徒の努力と力に拍手＞

6月 1日（金）午後５時半から７時２０分まで、９０回を数えた学校づくりフォーラムが開催されました。

今回の主な議題は以下の３つです。

１．アイスクリームなどのデザート自動販売機の設置要求について

前回（第８９回）からの継続議題です。

２．金山まわりのスクールバス増便要求について

今回新たに出された議題です。看護科、衛生看護科生徒がクラスの意見集約を行い、それ

をもとに増便要求を提案しました。

３．生徒の授業アンケートについて（今回は時間がなくて報告・討議ができませんでした）

今回の生徒からの提案を聞いて、

①前回出された教員や保護者からの意見（例えば、ゴミの減量や管理など）をふまえて自主的な規

律を含んだ提案になっていること

②他校の現状調査を行ったり、生徒達の意見をクラス討論やアンケートの結果をもとに自分達の要

求を根拠づけようとしていること

に感動しました。ながらく学校づくりフォーラムに参加していますが、今回のように生徒達の要求が

しっかりと提案されたのは初めてではないかと思うほどでした。

民主的な学校づくりをめざす上で、生徒達の要求と教師達がどのように向かい合うべきなのかとい

うのは、生活指導論においても論争的な問題でした。かつて京都府知事だった故蜷川虎三氏は「私

は善政はしません。知事は太鼓のようなもので、皆さんが強く打てば強く響くし、弱くしか打たなけれ

ば弱くしか響きません。 」 と述べています。保育所建設運動に対して「どのような保育所を作りたいの

か持って来て下さい。」と一旦は突き返したのは有名な話です。

生徒達が再度持って来た提案にどう対応するのか？－今度は学校側の姿勢（もちろん教育的な）

が問われているなと感じたフォーラムでした。

サマセミ３０回記念

クリアファイル完成！

１枚２５０円で販売中

サマセミ３０回を記念して

父母懇がクリアファイルを

作りました。表は歴代のサ

マセミポスター、裏は会場

・校長・のべ参加者数など

が印刷され、サマセミ未体

験の人にも魅力が伝わりま

す。希望の方は佐藤までお

知らせ下さい。


